
子どもが開きたくなるキャリア・パスポートにするために【活動編】

「やまぐちPRIDE」の醸成の観点から振り返ることができるようにしてみましょう

このように書けている子どもにはもちろんのこと、書けていない子どもに対しても、教員や
地域の方、保護者が対話的に関わったりコメントをしたりすることで、子どもたちの自己肯
定感を高めることができます。

こうした教材については，小学校から高等学校まで，その後の進路も含め，学校段階を超えて活用できるようなものとなるよう，各地域の実情や各学校や学
級における創意工夫を生かした形での活用が期待される。国や都道府県教育委員会等が提供する各種資料等を活用しつつ，各地域・各学校における実態に応じ，
学校間で連携しながら，柔軟な工夫を行うことが期待される。 （出典：小学校学習指導要領解説特別活動編p.83/中学校学習指導要領解説特別活動編p.73）

令和８年６月 義務教育課

子どもが自分自身で
見通しをもったり、
振り返ったりして、
検証・改善のサイク
ルを回せるようにし
ましょう。

単元の始めには、こ
の活動を通して、ど
んな力を身に付ける
ことができるのかを
子どもと共有できる
ようにすることが大
切です。

３つの観点につい
て振り返るだけで
なく、特に伸びた
と思う点とその理
由を記述するとい
う方法も考えられ
ます。

授業の中で、記述を
基に対話的に関わる
活動を設けるなどの
工夫をすることで、
書くことが目的にな
らないようにするこ
とが大切です。

※ここでお示ししているものは例です。学校の実態や学校・地域連携カリキュラムに位置付けられている活動に合わせて創意工夫することが重要です。
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